
豊邦のアカガシ（とよくにのあかがし） 

 

＜指定理由＞ 

本樹は、北設楽郡設楽町大字豊邦地内に自生するアカガシの巨木である。 

ブナ科のアカガシは、関東地方以南の太平洋側の温暖な地に点在し、中部地方以南

の山地に多く分布する常緑高木である。本樹は標高約 615mで生長しており、分布の

上限である。推定樹齢は推定 400 年であり、樹高 18.0m、幹周 11.5m、枝張は東へ

8.7m、南へ 15.0m、西へ 14.5m、北へ 15mに達する巨樹である。主幹
しゅかん

はすでに朽果

て崩壊し、現在の四方に張り出す幹は、主幹の根に近い部分から分岐している。遺伝

子解析の結果、複数の個体の癒合木であることが判明した。状態は株
かぶ

立
だ

ちなので単純

な比較はできないが、現在環境省の巨樹データベースでは、幹周 10m を上回るアカ

ガシは全国でも類例がなく、有数の巨木である。 

隆起した太い根元と四方に張り出す長大な幹が形成する雄大で荘厳な姿は、長い歳

月により形成されたと推定される。本樹は、地元で古くから「暗
くら

樫
がし

・大
おお

樫
がし

」と呼ばれ、

昭和40年代頃まで湯立てをしたり御札を収めたりしたと言われており、現在も釜
かま

跡
あと

の

遺構が残っている。約 200 年前（江戸後期、文化 12 年〈1815〉）に作られた古絵図

に、既に「クラガシ」として記載されている。また、本樹のある山の麓には、室町時

代（永正元年〈1504〉）創建の神社があり、御神木として認識されていたとみられる。 

このように本樹は、分布の上限で生長している、全国でも有数のアカガシの巨木であ

るとともに、古くから信仰の対象となり、地元で大切に保存され、その歴史を重ねて

きた樹木であるため、天然記念物として指定し、今後も適切な保存が図られることが

望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 



豊邦のアカガシ 

（愛知県教育委員会提供） 

豊邦のアカガシ（根元から） 

（愛知県教育委員会提供） 


